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Abstract：In order to support schools that are required to cope with various issues and learn new things, 
Naruto University of Education, in collaboration with the Tokushima Prefectural Board of Education, the Anan 
City Board of Education, and the Mima City Board of Education, started training of teachers in 2015 in the use 
of the Teleconference System  (training room utilizing ICT). As a result, improvements in teacher quality and 
revitalization of the training of teachers were measured, and it became clear that is was successful. Report on 
the current status and issues of future utilization.
Keywords：Center for Collaboration in Community Naruto University of Education，Teleconference 
System，Training of teachers
69№３５


































































































































































































































　「GIGAスクール構想」（GIGA＝ Global and Innovation 
Gateway for All）は，１人１台端末と，高速大容量の通
信ネットワークを一体的に整備することで，特別な支援
を必要とする子供を含め，多様な子どもたちを誰一人取
り残すことなく，公正に個別最適化され，資質・能力が
一層確実に育成できる教育環境を実現することであり，
全国の学校で ICT環境の整備を進めている。そうした中，
新型コロナウイルス感染拡大の影響から，大学を含め，
全国の学校で「オンライン教育」が急遽実践されてきた
が，ICT環境が未だ整備されていない実態や運用も難し
さが明らかになった。現在，ICT環境整備は急ピッチで
進んでいるが，教職員も活用方法については今なお手探
りの状況といえよう。地域連携センターの取り組みが報
告されているが，これに至るまで，現場にはなかなか浸
透しなかった。デジタル化の遅れが顕著だったのである。
そこで，システムの簡便性や運用の手軽さという視点で，
テレビ会議室システムの構築にあたってきた。
　最後に，防災の観点から，一つの提案をしておきたい。
これはコロナ時代における「仮想避難所」の在り方（設
置）である。災害発生において，避難所も密になる可能
性もある。また，避難所に行かず，自宅待機などの方策
も考えられる。学生等も下宿待機などで対応することも
あろう。しかしそこでは，情報を必要としたり，他との
関わりを求めたりするが，その方策が見つからない。そ
こでこうしたシステムを活用し補完したい。例えば，定
時に仮想会議室（仮想避難所）に入室し，情報を得たり，
コミュニティーを形成したりする形であり，まさにこの
システムの本領が発揮できるだろう。これは，ホストを
必要とせず，事前予約などをしない方式のため，常に開
設されており，各自が入場できるという形式であるため，
こうした対応も可能なのである。
　また，必要な設備は，モバイルルータ，パソコン及び
タブレットで十分であり，スマホでも対応できる。これ
からのテレビ会議システムには，多くの使い方の可能性
があると思われる。
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